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研究代表者の専門分野：素粒子理論 

科研費の分科・細目： 

キーワード：(1)宇宙のバリオン数 (2)レプトン数生成 (3)右巻きニュートリノ 

(4)超対称性 (5)超対称性の破れ 
 
１．研究計画の概要 
本研究課題の目的は宇宙の物質数を説明す
るレプトジェネシス機構と無矛盾な超対称
性の破れの模型を構築することである。その
模型の候補に以下の２種類の模型が考えら
れる。 
（１） グラビティーノの質量が 16 eV 以下

の模型。 
（２） グラビティーノの質量が 100 GeV 程

度の模型。 
本研究では上記の２種類の模型の構築を行
う。 
２．研究の進捗状況 
（１）グラビティーノの質量が 16 eV 以下の
模型については、本研究計画において新しい
超対称性を破るメカニズムが発見できたこ
とは重要である。この模型は、vector-like 
gauge 理論に基づいており、高エネルギ
ー領域においては conformal gauge 理論
になっている。 このために、理論に含
まれるパラメターは重いクォークの質
量しかなく、予言能力の極めて高いもの
である。さらに、この新しい理論は、超
対称性の破れが比較的低いエネルギー
スケールで起きることを予言する。 ま
た、この理論が vector-like gauge 理論
に基づいているために、非常に低いエネ
ルギースケールでの超対称性の破れを
我々のセクターに伝達することが可能
になった。そのおかげでグラビチィーノ
の質量を１６eV 以下の抑えることがで
きるようになった。 
（２）グラビティーノの質量が 100 GeV 程度

の模型では Matter Parity を破る必要がある。
問題はこの Matter Parity を大きく破ると陽
子の崩壊が起きてしまう。そこで、小さな破
れを実現する必要がある。本研究計画では最
近その方法を発見して論文としてまとめて
いるところである。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。これはこ
れまでになかった新しい超対称性を破るメ
カニズムが発見できたため、予想以上に模型
の構築が進んだためである。また（２）の課
題についても低いエネルギースケールで
Matter Parity をやぶるメカニズムが発見で
きたため今後研究がますます進展すると予
想できるためである。 
４．今後の研究の推進方策 
（１）については模型の構築が終わったので、
それをこれから実験結果が出ると期待され
ている LHC実験でどのように検証するかを研
究していく。また（２）の課題については、
現在考えている模型が全ての既知の実験及
び観測結果と矛盾していないかを検証して
模型を整備していく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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